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Ⅴ－４６ 千厩分教室小学部・中学部

１ 授業研究会について

千厩分教室児童生徒は、それぞれ千厩小学校、中学校内にある分教室に在籍している。知的通常学級

と特別学級があり、ともに生活している。「自己有用感の向上」のために大切な事項を明確にすべく、分

教室にある３つの全学級で授業研究会を行った。

その結果、３つの研究授業において共通して挙げられた「自己有用感の向上のために大切な事項」が

あったため、それをキーワードにして以下にまとめる。

２ 発達段階に応じた有用感・有用感向上のための支援について

（１）授業実践を通して得られた有効な支援

【意欲】

（小低） 興味・関心をもつ

…得意なことを生かす、

好きなものを選ぶ活動を取り入れる

（小高）見通しを持つ

…活動の習慣づけ、係分担をする

（中）事前準備をする

…目的を明確に提示する、目標を一緒に考える

【達成感】

（小低）ほめられる

…得意なことを生かす、

スモールステップで取り組む

（小高）友達と認め合う

…友達の良いところを見付ける活動を設定する、

「できた」ことを共有する場を設ける

（中）役割を果たす

…生徒が自分の分担について目標を立てたり評

価をしたりする活動を設定する。

【子ども同士の関わり】

（小低）他者を意識する

…意思表示の手段、

人とやりとりする場面を設定する

（小高）共有感をもつ

…友達同士ほめ合う、

気持ちを共有する場を設ける

（中）交流する

…相手に分かりやすく伝える方法を考える
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（２）まとめ

キャリア教育において、小学部段階では「総合生活力」を中心とした学習内容であり、中学部では「将

来設計力」の比重が増し、学年が進むにつれて学習内容が発展していることを確認できた。

また、千厩分教室は、小学生や中学生と日頃から生活の場を共にしていることや積極的に地域に出て

の学習を行っていることから、集団生活の中で人とのふれあいが多く、同調性が育まれるといったコミ

ュニケーション面や集団意識の成長があり、上記のキーワードが導き出された背景と関連している。

教師は児童生徒と地域社会をつなぐ役割を担っている。指導を継続することによって児童生徒の価値

観・職業観が育まれ、将来の生き方を考える態度が身についていくことがキャリア教育であることを共

通理解とし、地域に根ざした環境を生かししながら指導に取り組むことが大切であると考えた。


